
も、令和8年度、潮来市から鉾田市にかけて高速道
路の開通が予定されており、本庁へのアクセスは良く
なる予定です。
茨城県は縦に長く、事務所から最北の日立支部に
行くには 2時間半ほどかかります。逆に、千葉県には、
川を越えて最短10分ほどで行けます。

⒊	 事務所及び業務の状況
当事務所は弁護士2名、スタッフ3名です。交通事
故業務が半数以上を占め、その他一般民事、家事、
行政、刑事などが続きます。諸事情あり、後見業務が
一気に増えており、現在は30件ほどになってしまいま
した。その他相続財産清算人や特別代理人など裁判
所からの打診があれば、だいたい受任しています。事
務所ＨＰ以外に広告などは特にしていませんが、毎日
のように相談依頼の電話はあります。
自治体や商工会主催の相談会もあり、地域の弁護
士にて手分けして担当をしています。その他、自治体
から行政関係委員の打診があれば、なるべく断らず
に就任しています。○○委員といったものは多く就任
しましたが、その中でも教育委員という名誉職も担わ
せて頂きました。私の前任の元校長先生とは40歳差
であり、当時、私のような若造がやっていいものだろ
うかと不安になったこともありました。
また、特殊な案件として、神栖市には、平成19年よ
り、地権者がバリケードを作って通せんぼをしていた
神栖シーサイド道路という道路がありました。紙面上
の記載が難しいのですが、身の危険を感じる案件で
あったため、民暴委員会の皆様のお知恵をお借りし
ながら法的手続きを進め、約16年ぶりに開通にこぎ
つけることができました。教育委員であれシーサイド
道路であれ、地方で開業していなければ私ごときに
お呼びがかかる案件ではなく、希少な体験でした。

⒈	 はじめに
茨城県神栖市で開業しております安重と申します。

期は 63期で、岐阜修習を経て3年ほど修習先でその
まま勤務弁護士をさせて頂き、地元に戻って開業しま
した。

⒉	 地域の状況　裁判所の種類、
	 所在、規模、弁護士の数等
最寄りの裁判所は、行方市にある水戸地方裁判所

麻生支部になります。行方市にも神栖市にも駅がなく、
この地域は陸の孤島と呼ばれることもあります。現在、
麻生支部管内の弁護士数は 8名、事務所数は 6つで
す。
当事務所から麻生支部へは車で40分ほどで、同

支部では民事、破産、家事ほか、在宅のみ刑事を扱
っています。執行も扱っていますが、執行官室の鍵は
よく閉まっています。最近はWEB会議が多いため、
麻生支部に行くこともめっきり減ってしまい、訴訟事
件は効率化されているように思います。
裁判官は、2名が非常駐で勤務しており、裁判所

HPによると民事は週2回、刑事は週1回の開廷とな
っています（民事は忙しそうで、もっと多くの日に開
廷しているように感じますが）。
管内には、神栖市、鹿嶋市、潮来市、行方市の 4つ

の市があり、合計人口は 21万人ほどです。また、鹿
嶋・神栖両市には、鹿島臨海工業地帯が位置し、国
内有数の企業の工場が立ち並んでおり、陸の孤島と
言った割には栄えています。
私は、弁護士会の支部としては土浦支部に属して

いますが、本庁である水戸地裁や東京地裁（ただし
高速道路利用）までの移動時間はいずれも100分ほ
どで、どこにいくにもそれほど変わりません。もっと
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間は短いですが、メリハリがついているように思いま
す。また、地域の家賃相場は安く、3ＬＤＫでも7万円
ちょっとで、外食もファミリー向けのところが多いの
でそれほど生活費はかかりませんが、地域柄、マイカ
ーは必須です。
ライオンズクラブやロータリークラブ等、お気遣い
頂き、経営者団体からの入会の打診も頂くこともあり
ますが、そんなことをする余裕もなく見送りを続けて
います。　

⒍	 趣味等
運動不足のためジムに通い始めましたが、「今日は
あの起案があるから・・・」などと自分であれこれ理
由をつけてしまいあまり行けていません。また、当事
務所から1時間圏内には10を超えるゴルフ場があり、
まだまだ下手ですが、年をとってからもできるゴルフ
をしたいと思っています。海が近いので、私はもうや
る元気がありませんが、サーフィンもできます。成田
空港までは車で30分ほどで行けるので、国内外を旅
行するにもアクセスが良く、旅行好きの方にもおすす
めです。

⒎	 最近感じていること
企業等の顧問業務もやっていますが、私自身が顧
問料に見合うリーガルサービスを提供できていない
と思うケースが多く、月々の顧問料をもらっているこ
とで精神的なプレッシャーも感じてしまっているため、
今後はなるべく縮小したいと考えています。まだまだ
未熟ですが、自分の先行きが見えてきたような感もあ
り、改めて時間を大切に使いたいと思い始めました。
ともかくも、地方開業は自由度が高く、ストイックに
仕事に励むもよし、のんびりミニマム経営するもよし、
弁護士業以外を謳歌するもよしですので、お勧めです。

⒋	 開業資金・事務所経費
開業にあたっては、岐阜県弁護士会を退会する際
の会館負担金残額50万円ほどの一括支払いが痛手
でしたが、そのほか、事務所家賃とパソコン・電話・複
合機程度で100万円もかからなかったと記憶してい
ます。現在は、事務員が 3人いるため、人件費など相
応のランニングコストがかかっています。ただ、後見業
務など自分で全てやるのは不可能なので、大変助か
っています。
弁護士募集もずっとしておりましたが、直近で、茨
城県内全体でさえも新規登録数が 2名であったと聞
いておりますので、今後も、麻生支部管内の人数が減
ることはあっても増えることはあまりないのだろうと
思っています（そう思っていたところ、ちょうど御縁が
あって弁護士が1名増えそうです）。

⒌	 生活状況
子どもがまだ小さく、また、少しゆっくりしたいなと
いう気持ちもあり、現在は子育て中心の生活になって
います。事務所から保育園も近く、急な発熱などあっ
ても、尋問等でなければ割とすぐに対応できるので
助かっています。朝、保育園に送迎をして、帰って夕
方に風呂入れをするというノルマがあるので、勤務時

子どもとの日常
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